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重点目標   一人一人が輝く教育 ～期待登校・満足下校～  

 

素晴らしい運動会でした。ありがとうございました。 
  

 当日は好天に恵まれ、寺岡 敬(てらおか たかし)総領事をは

じめ、多くのご来賓のご臨席を賜り、第４７回大運動会を開催す

ることができました。今年は、赤組６８９点、白組６７９点の 

大接戦の末、僅差で赤組が優勝を勝ち取りました。 

 ご参観ご支援等、ありがとうございました。 

・開会の言葉 小６ 山内 陽向 さん 

・来賓挨拶  総領事 寺岡 敬 様 

・選手宣誓  小１ 赤組 大塚 和奏 さん 

       小１ 白組 中村 将志 さん 

・閉会の言葉 中３ 近藤 寧々 さん 

運動会を通して、心に残ったことを紹介します。 

(１)園児、児童

生徒の一生懸命

な姿 

日ごろの運動の成果を披露する場でもある運動会ですが、本校は事前に並び方や競

技の予行練習をしている程度です。そのような中でも、一人一人が一生懸命に競技に

臨み、すばらしい笑顔で頑張っていることが、なによりも印象に残りました。 

(２)応援団の真

摯な取り組みと

友を思いやる心 

どのような曲とダンスや振り付けでアピールするかなどを、団長を中心にしっかり

と考え練習してきたことが、俊敏な動きや力強い声などから伝わってきました。相互

に演技をしっかりと参観し、率先して手拍子をする姿に感銘を受けました。 

(３)丁寧で懸命

な、中高校生の

係活動と心配り 

中高生は係活動で、フィールドをあっちに行ったりこっちに行ったりして、園児、

児童生徒の招集やゴール後の並びに動いてくれました。優しく声をかけたり、手を引

いてくれる心配りの姿から、幼稚部から高等部までの一体感を感じました。 

(４)高校生のた

くましさとユニ

ークさ 

障害物競走の後ろ向きスタートやカエル跳び、腕立て伏せなどのユニークさに加

え、運動会の語り草になるような、紅白リレーでの胸の差一つのデットヒートのゴー

ルは圧巻でした。「一生懸命」を体現してくれた、たくましい高校生たちです。 

(５)教育委員、

各係の保護者の

懸命な姿に感謝 

事前の打ち合わせや段取り確認、用具等の点検に加え、当日も早朝からの準備、競

技中の用具等の搬出入、クラス写真撮影、円滑で巧妙な放送、弁当の配布等、多岐に

わたりご支援をいただきました。誠に、ありがとうございました。 

(６)ご来賓と職

員に感謝 

 

 ご来賓には、快く幼稚部の「おだんごころころ」への飛び入り参加や応援合戦の審

査をしていただきました。閉会式にもご臨席をいただき、嬉しい限りです。 

また、厳しい暑さ中の練習等に汗を流してくれた全ての職員に感謝します。 
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 運動会は、「する」「見る」「支える」というスポーツのあらゆる関与形態が一度に体験できる学校の

一大行事であり、日本の貴重な文化遺産です。全ての写真を紹介することは出来ませんが、一枚一枚の

写真から、園児や児童生徒、保護者の皆様の熱い闘いぶり、頑張り、そして多くの方々の運動会を支え

ていただいている様子が伝わってきます。誠に、ありがとうございました。  校長 信國 寿敏 
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運動会が終わり、生徒の作品の提出がありました。中学部２年生の作

品を、今回と次回の２回に分けご紹介します。 校長 信國 寿敏 
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枕のすしからの枕のすし 

中学校２年で学ぶ清少納言の「枕草子」は、リズムがよく表現が豊かで、暗唱に適している教材

です。この学習を通して、清少納言が四季のそれぞれの趣を「春は・・夏は・・」と書きつづる書

き出しを借り、自分ならではの季節感を表す文章づくりに挑んでいます。 

作品は、現代語と古典が交差したり、和洋折衷の内容だったり、学校生活の話題が出たりしてい 

るところや思春期を迎えている年齢から恋や恋愛感情を織り込むなど、今を伸び伸びと生きている

子どもたちらしい様子が良くあらわれていて面白いですね。グループで作ることを通して、自分と

は違った表現や感情、感覚に気づき、生徒相互で学びを高めているよさがあります。 

 



わかばを見る子どもたちが増え嬉しい限りです・・・一方で「わかばはどうして長いの？」 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

世界に広がる日本食文化と最先端技術を目の当たり・・・社会科見学 6/27(小学部６年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(写真左) 平成３０年６月２７日(水)、６年生は、大竹浩人教育委員長からプレ        

ゼンを使った事前説明の後、スクールバスに乗り、担任２名、校長、事務局員２名        

の引率のもと、アメリカで活躍している日系企業２社の社会科見学をしました。 

(写真中) 午前中は、アメリカに進出して２０年の日本の国民食とも言える「豆腐」を製造販売し

ておられる「Pacific Nutritional Foods, Inc.」様を見学させて頂きました。子どもたちにわかりや

すい丁寧な製造過程のプレゼンや本物との出会いである工場内見学をさせて頂き、製造ラインから出

る音やにおいなど、まさに、社会科見学の目的である五感で感じとる体験的見学ができました。         

(写真右) 午後からは、子どもたちにも馴染みのあるゲームやアニメーションの制作に欠かせない

ペンタブレットをつくりだした「WACOM Technology Services Corporation」様を訪問させて頂きまし

た。いとも簡単にアニメキャラクターの耳が伸びたり、角が生えたりして変化していく様子に、子ど

もたちの感嘆の声が説明会場全体に広がりました。 

ご協力いただきました２企業の各位並びに、ご支援頂きました保護者の皆様に感謝申し上げます。 

  

①「校長先生、この写真いつ撮ったんですか。」『これはね、中休みに来た時に撮ったかな。いいこと

してるなと思ったから撮りました。』「えっ、気づかなかったな。これ私のクラスです。」 

②「私、もう 2回わかばに載っちゃった。」『３回目もあるかもよ。』「うん、がんばろう！」 

 ６月２９日、わかばを読んでいた女の子たちとの会話の一部です。写真に撮られることに恥ずかし

いそぶりを見せても、わかばに載ることはまんざらではないようです。 

 一方、ある男の子から、「なぜ、わかばってあんなに長いんですか」と、尋ねられました。最近は

運動会の内容や連絡などもあり、三枚つづりの６ページになっていたので、私自身も文章量、分量が

多いなと思っていました。時期的なものでしたので、再び下記の紙面構成の基本に戻ります。 

 基本的な紙面構成は、４ページを基本として、トップページは校長の基本的な見方、考え方などの

内容を、２ページ～３ページは、作品紹介や授業などでの子どもたちや先生方のよさの発見を、最終

ページは、事務連絡的な内容を基本としています。  

＜ 文章量や枚数が多いと思われている皆様は、お許し願います。 校長 信國寿敏 ＞ 


